
日本天文学会2012年秋季年会

W11a ASTRO-H搭載 硬X線望遠鏡 (HXT) 性能評価
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我々の研究室では次期 X線天文衛星 ASTRO-Hに搭載する硬 X線望遠鏡 (HXT)の開発を行っている。HXT
は 1台あたり約 1300枚の反射鏡が搭載される多重薄板型光学系の望遠鏡で、衛星に 2台搭載される。搭載用反射
鏡は 2010年 7月から大量生産が行われており、2012年 4月に 1台目の望遠鏡の反射鏡部分が完成した。これで
望遠鏡全体の性能を評価することができる。7月にはプレコリメータ (迷光を抑える役割を果たす)も搭載され、
HXTの 1台目が完成する。我々は 5月に大型放射光施設 SPring-8にて望遠鏡の性能を評価するため光学測定を
行い、7月にも測定する予定である。本講演では SPring-8で行われた光学測定の結果を報告する。
望遠鏡の性能を示すものとして大きく分けて、結像性能と集光力がある。それぞれ指標としてHPD(Half Power

Diameter)と有効面積が用いられる。HXTの要求性能は 30keVのエネルギーでHPD1.7分角、有効面積 150cm2(1
台当り)である。6月現在、5月の SPring-8での光学測定より QL値で HPD1.96分角、有効面積 193.7cm2とい
う結果を得ている。結像性能に関しては、検出器の感度ムラや重力による個々の反射鏡への影響を解析し補正す
ることで改善されることが見込まれる。また、個々の反射鏡の性能が望遠鏡全体の性能にどの程度影響を与えて
いるかも議論する。


